
ら
な
い
。

介
護
を
取
り
巻
く
現
状
を
見
る

と
、

歳
以
上
人
口
の

％
が
介
護

75

30

認
定
を
受
け
て
い
る
。
要
支
援
・
要

介
護
の
原
因
と
な
る
も
の
は
、
１
．

心
臓
病
、
２
．
筋
・
骨
格
系
、
３
．

脳
疾
患
（
認
知
症
）
で
あ
り
、
認
知

症
患
者
が
増
加
し
て
い
る
。
要
支
援

者
と
は
体
は
そ
れ
な
り
に
動
く
け
れ

ど
、
買
い
物
・
調
理
・
着
替
え
・
入

浴
・
お
金
の
管
理
・
薬
を
飲
む
な
ど

「
生
活
行
為
」
の
一
部
が
自
立
で
き

な
い
人
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
ど
う

す
れ
ば
、
介
護
保
険
認
定
者
の
増
加

を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
か
。
ま
た
、

独
居
高
齢
者
・
高
齢
者
世
帯
も
増
加

し
て
い
る
。
こ
の
方
々
を
ど
う
支
え

て
い
く
か
、
が
課
題
で
あ
る
。
少
子

高
齢
化
で
「
生
活
支
援
・
介
護
」
が

求
め
ら
れ
る
が
、
担
い
手
不
足
で
対

応
で
き
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と

か
ら
、
「
生
活
支
援
・
介
護
」
を
必

要
と
す
る
状
態
を
増
や
さ
な
い
よ
う

に
す
る
こ
と
だ
。
そ
れ
に
は
、
高
齢

者
の
「
介
護
予
防
」
・
「
社
会
参
加
」

に
力
を
入
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、

「
生
活
支
援
・
介
護
」
の
問
題
を
家

族
の
内
部
に
留
め
置
か
な
い
で
、

★
ト
マ
ト
水
耕
栽
培

パ
ー
ト
社
員
募
集
説
明
会

日

時
：
平
成

年

月

日

30

9

7

（
木
）
午
後

時
か
ら

7

（
受
付
午
後

時

分
か
ら
）

6

30

会

場
：
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー

階
会
議
室

2

内

容
：
業
務
内
容
、
雇
用
待
遇

等
に
つ
い
て
の
説
明

そ
の
他
：

①
当
日
は
履
歴
書
の
持
参
は
不
要
。

②
あ
ら
た
め
て
採
用
説
明
会
を
11

月
に
開
催
予
定
。

③
雇
用
待
遇
等
に
つ
い
て
の
電
話

に
よ
る
事
前
の
問
い
合
わ
せ
は

ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

④
今
回
の
説
明
会
に
つ
い
て
の
お

問
い
合
わ
せ
先

株
式
会
社

い
わ
て
銀
河
農
園

：

-
-

T
E
L

0
1
9
6
7
3
7
7
9
0

★
「
パ
ソ
コ
ン
・
ス
マ
ホ
相
談
」

日

時

月

日

9

8

（土）時~

時

13

16

場

所

ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー

２
階
会
議
室

パ
ソ
コ
ン
・
ス
マ
ホ
操
作
で
お
困

り
の
方
、
さ
ら
に
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を

図
り
た
い
方
、
ど
う
ぞ
お
い
て
下
さ

い
。

★「
草
月
流
生
け
花
」
教
室

日

時月

日

時~

時

9

12

（水）
10

12

月

日

時~

時

9

26

（水）
10

12

会

場
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー

２
階
会
議
室

主

催
末
崎
地
区
公
民
館

講

師
鈴
木
隆
子
さ
ん

持
ち
物

花
器
・
花
ハ
サ
ミ
・
剣
山
・
水

切
り
ボ
ー
ル
・
タ
オ
ル
・
ゴ
ミ

袋
・
新
聞
紙

費

用
花
材
代
は
実
費
と
な
り
ま
す
。

連
絡
先
鈴
木
隆
子
さ
ん

電
話

ー
３
４
７
３

29

み
な
さ
ま
ご
自
由
に
ご
参
加
下
さ
い
。

＊
花
材
の
準
備
が
あ
り
ま
す
の
で
8

月

日

ま
で
に
連
絡
を
お
願
い

31

(金)

致
し
ま
す
。

末
崎
地
区
公
民
館
の
呼
び
か
け

に
よ
り
、
各
地
域
公
民
館
長
並
び

に
福
祉
関
係
等
に
携
わ
る
人
々
、

関
係
団
体
の
首
長
に
よ
る
「
末
崎

地
区
助
け
合
い
協
議
会
委
員
会
」

（
仮
称
）
は
、
去
る

月

日
、

7

19

ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
に
、
大
船
渡

市
地
域
包
括
ケ
ア
推
進
室
よ
り
担

当
者
を
招
き
、
助
け
合
い
協
議
会

の
必
要
性
・
重
要
性
に
つ
い
て
、

説
明
を
う
け
た
。

今
後
、
我
が
国
で
は
急
速
な
人

口
減
少
と
高
齢
化
が
同
時
進
行
す

る
。
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題

研
究
所
「
日
本
の
将
来
推
計
人
口

（
平
成

年

月
推
計

）
」
に
よ

18

12

れ
ば
、

年
に
は
、
総
人

2
0
3
0

口

億

万
人
、
う
ち

1

1
,
5
2
2

歳
以
上
が

万
人
（

65

3
,
6
6
7

31.8

％

）
、

年
に
は
、
総
人

2
0
5
5

口
は

万
人
に
減
少
す

8
,
9
9
3

る
も

歳
以
上
が

万

65

3
,
6
4
6

人
（

％
）
と
増
加
、
こ
の

歳

40.5

65

以
上
の
高
齢
者
を

～

歳
ま
で

15

64

の
労
働
人
口
で
支
え
る
と
す
れ
ば
、

人
で

人
を
支
え
な
け
れ
ば
な

1.26

1

 

末崎町の石碑・祠・神社(13)
お地蔵さん（地蔵菩薩）について ~ その 2

(2) 地蔵盆とは、
地蔵菩薩の縁日を地蔵会といって毎月 24 日なのですが、特に

旧暦の 7 月 24 日を中心とした 3 日間、または 2 日間で行われる
地蔵菩薩のお祭りが地蔵盆です。
地蔵盆は、寺院に祀られているお地蔵様でなく、道祖神（どう

そじん）や庚申塔等と一緒に集落の境界や道の交差点などに祀ら
れているお地蔵様が対象です。
また、お地蔵様は子供の守り神とされておりますが、その理由

は次の話が基になっているようです。
『親より先に亡くなった子供は、三途（さんず）の川の、賽の河
原（さいのかわら）で小石を積み上げていく修行をします。ある
程度まで積み上げると鬼がやって来てそれを壊してしまいます。
壊されると、また最初から、子供は小石を積み上げていきます。
そしてまた壊される。これが繰り返されるのです。これを哀れん
だお地蔵様が、子供達を鬼から守ったと言われています。』
地蔵盆は子供の幸せを願う行事として広まったと言われていま
す。
地蔵盆は関西地方を中心とした行事とされておりますが、三陸

海岸にも伝わっているとされております。
(3) 当地の路傍のお地蔵様のご利益、
「地蔵盆」としての考えかたと、旅の安全、あるいは旅の途中
で不慮の事故等で亡くなった人のご冥福を願って、あるいは集落
に悪霊等が入ってこないように願って建てられたものと思われま
す。

船河原旧街道、末崎町と大船渡町の境界、3 体のお地蔵さん

末
崎
地
区
助
け
合
い

協
議
会
の
設
置
へ

支
え
あ
い
助
け
合
う
地
域
活
動
の

推
進
と
実
践
並
び
に
地
域
包
括
ケ

ア
に
つ
い
て
、
関
係
団
体
と
の
連

携
等
、
取
り
組
む
べ
き
課
題
を
協

議
す
る
こ
と
を
目
的
に
「
末
崎
地

区
助
け
合
い
協
議
会
」
を
設
置
す

る
よ
う
進
め
て
い
る
。

末
崎
町
敬
老
会
は

月

日
（
日
）、

9

9

末
崎
中
学
校
体
育
館
を
会
場
に
開
催

さ
れ
ま
す
。
本
年
度
の
敬
老
会
対
象

者
数
（

歳
以
上
、
調
整
前
）
は
、

75人
で
昨
年
よ
り

名
多
く
な

9
8
6

31

っ
て
お
り
ま
す
。
末
崎
の
人
口
は
、

人
（

月

日
現
在
）

4
,
1
1
9

6

30

で
す
か
ら

％
に
当
た
り
、
ほ
ぼ

23.9

4

人
に

人
が

歳
で
、
市
内
で
最
も

1

75

長
寿
率
が
高
い
町
で
は
な
い
か
と
思

わ
れ
ま
す
。
参
考
ま
で
に
地
域
別
敬

老
会
対
象
者
数
を
あ
げ
ま
す
と
、
船

河
原

、
峰
岸

、
細
浦

、
神
坂

29

38

25

、
中
野

、
小
細
浦

、
平

、

60

121

57

153

平
南

、
小
田

、
梅
神

、
小
河

19

53

52

原

、
門
之
浜

、
中
井

、
西
舘

70

73

29

、
碁
石

、
三
十
刈

、
山
根

34

85

47

41

で
す
。

ご
長
寿
の
皆
様
に
は
、
今
年
も
長

テ
ー
ブ
ル
に
二
人
ず
つ
、
椅
子
に
腰

か
け
て
お
座
り
い
た
だ
く
形
で
、
ゆ

っ
く
り
お
過
ご
し
頂
け
る
よ
う
に
い

た
し
ま
す
の
で
、
ご
出
席
く
だ
さ
い

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

<

ご
長
寿
の
皆
様
へ
の
敬
老
祝
金
・

記
念
品
に
つ
い
て>

歳
到
達
者
（
昭
和

年

月

88

5

4

2

日
～
昭
和

年

月

日
生
ま
れ
の

6

4

1

方
）
に
祝
金

円
、

1
0
,
0
0
0

今
年
度

歳
に
到
達
さ
れ
た
方
に
は
、

100

別
途
そ
れ
ぞ
れ
の
誕
生
日
に
、
市
か

ら
直
接
祝
金
が
贈
呈
さ
れ
ま
す

。

歳
に
到
達
さ
れ
た
方
に
は
、

85こ
れ
ま
で
市
社
会
福
祉
協
議
会

か
ら
長
寿
座
布
団
が
贈
呈
さ
れ

て
お
り
ま
し
た
が
、
諸
般
の
事

情
に
よ
り
昨
年
度
を
も
っ
て
廃

止
と
な
り
ま
し
た
。
代
わ
っ
て
、

各
地
区
公
民
館
に
敬
老
会
運
営

資
金
と
し
て

円

3
0
,
0
0
0

の
助
成
金
が
与
え
ら
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
の
で
、
ご
理
解

の
程
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

末
崎
町
敬
老
会

地
域
や
社
会
で
引
き
受
け
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。

誰
も
が
、
住
み
慣
れ
た
家
で
、
地

域
で
、
安
心
し
て
暮
ら
し
た
い
と
思

っ
て
い
る
。
そ
れ
に
は
、
安
心
し
て

暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
仕
組

み
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
が

必
要
で
あ
る
。
そ
の
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
の
中
の
一
つ
が
「
助
け
合

い
協
議
会
」
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、

地
域
公
民
館
単
位
で
地
域
住
民
が
互

い
に
支
え
あ
い
助
け
合
う
活
動
を
行

う
。
サ
ロ
ン
（
お
茶
っ
こ
の
会
）
や

カ
ラ
オ
ケ
、
健
康
体
操
な
ど
自
分
た

ち
で
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
れ
ば
い

い
。
そ
れ
ら
を
行
っ
て
い
く
な
か
で
、

よ
り
良
い
人
間
関
係
が
生
ま
れ
、
絆

も
強
く
な
る
。
支
え
あ
い
助
け
合
う

環
境
も
日
ご
と
に
整
っ
て
い
く
。
困

っ
て
い
る
人
が
い
れ
ば
、
誰
か
が
行

動
を
起
こ
す
。
そ
う
い
う
地
域
で
あ

り
た
い
。

市
は
平
成

年
度
か
ら
市
内

地

27

11

区
に
働
き
か
け
て
「
助
け
合
い
協
議
会

の
設
置
」
を
進
め
て
い
る
。
既
に
市
内

地
域
が
設
置
し
活
動
し
て
い
る
。

6
末
崎
地
区
に
お
い
て
も
高
齢
者
等
の

自
立
支
援
と
介
護
予
防
等
に
つ
い
て
、
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